
 新型コロナウイルス感染症への感染防止策を重視しながら、
事業等の実施について前向きに考えていく。 
ただし、事業等の実施にあたっては、一気に新型コロナウイル
ス感染症のまん延前と同様の内容、方法等で実施するのではな
く、今年度は、そのような実施に向けての第一歩とする。

 ＷＨＯの緊急事態宣言が解除され、新型コロナウイルス感染症は、５月

８日から、法律上の感染症としては２類から５類へ移行された。長らく続い

た行動制限が緩和され、以前の日常生活に戻りつつある。しかし、新型コロ

ナウイルスは今後も人間社会に存在し続け、感染拡大と収束を繰り返してい

くと言われている。そのため、一人一人の冷静な判断・行動が求められると

ともに、今後も必要に応じて最適な感染防止対策により、自分自身や家族、

仲間の健康を守っていかなければならない。事業等の開催にあたっては、全

国・県内の新型コロナウイルス感染症への感染者数等に注目するとともに、

山形県で作成した「イベント等の開催に関する基本方針」等を参考に、理事

会において、その方法や内容等について慎重に判断していきたい。 

 なお、事業等については、従来通りの前例を踏襲した開催とするのではな

く、新型コロナウイルス感染症の法律上の取扱いが変わったことに伴う新た

な時代の始まりと捉え、開催のねらいや意義、内容、開催方法等について抜

本的な見直しを図りたいと考えている。また、今年度については、以前のよ

うな開催方法・内容を採用するのではなく、３年間のブランクを経て、まず

第一歩を踏み出す意味で、新たな開催方法や内容について考えていきたい。 

理事長 小山 憲樹              

いちょうの家は、平成４年４月に知的障害者通所授産施設として開所され、昨年

で創立３０周年を迎えました。現在は、就労継続支援B型と生活介護の多機能型

事業所（定員６０人）です。運営主体の社会福祉法人陽光会は、当時の南陽市手を

つなぐ親の会が母体となって設立されました。主な授産製品は花苗やプランターで、

多くの市民の皆さんや事業所の玄関先や花壇で見ることができます。また、漬物

加工や南陽市役所の食堂運営を受託しています。昨年から始まった県共同受注

センター経由の受託や、最近ではネット販売関連の作業にも力を入れています。 

（南陽市）

題字：南陽市手をつなぐ育成会 

渡部 秀樹さん 

 特別支援学校の教員時代に、山形県のB型就

労施設の工賃が当時(R2年度)全国最下位、時

給167円と知り衝撃を受けました。 

そこから障がい者施設で販売している商品など

に興味持ち、もっと気軽に商品を買えるシステ

ムが欲しい、1箱で色んな障がい者施設の商品

を買えたらいいな、など自分がこうして欲しい

なと思っていた事を叶えるため、特別支援学校

の教員を辞めて「鶴屋」という屋号で活動して

います。 

 現在は、毎月１回山形県内5～6ヶ所の障が

い者施設で作られているパンを1箱で楽しめる

パンセットを発売しております。職場やコミュ

ニティーに無料で配達も行っておりますので、

お気軽にご注文下さい。（鶴屋） 
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広報委員会 

ホームページに新しいバナー
追加しました！ぜひみてくださいね🔎 

☆オンライン作品展
『みんなのアート作品2022』 

☆市町村育成会の活動紹介

令和5年度 主な行事予定 

◎9月21日（木） 知的障がい者レクリエーション大会（予定）

◎10月14日（土） 山形県知的しょうがい者福祉大会 南陽大会
（南陽市文化会館） 

～全国大会・東北ブロック大会～ 
◎9月16日（土） 手をつなぐ育成会東北ブロック大会・本人大会 福島大会
～ 17日（日） （福島県郡山市磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」）

◎ 1月27日（土） 全国手をつなぐ育成会連合会全国大会 愛媛大会
～ 28日（日） （愛媛県松山市 「愛媛県県民会館」）
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『お茶のみすっぺ～』に参加してきました。 
幅広く情報を得ることができ、改めて顔を
あわせて話すことの大切さを感じました。 

お茶のみすっぺと声掛けし、会員さんと
交流する事により、少しずつコロナ禍で停
滞していた活動をともに手をつなぎ、進め
て行きたいと思います。 

広報委員 遠藤 
山形県手をつなぐ育成会HP 
https://ym-ikuseikai.jp/ 

この会報は赤い羽根共同募金の配分金を
受けて発行したものです。 

2023年（令和5年）5月26日（金）13：30～ 
山形市霞城公民館 講堂 

総数（41） 会場出席21名、委任状出席19名 
総会成立 

議案は全て可決されました。 

山形県手をつなぐ育成会役員紹介 
理事長 小山　憲樹 庄内地区代表

副理事長 高橋　郁子 東南村山地区代表

理事 遠藤　正敏 置賜地区代表

理事 中川　奈美 新庄最上地区代表

理事 藤田　浩司 北村山地区代表

理事 村上　理香 西村山地区代表

理事 斎藤　万里 団体会員代表

理事 佐竹　真次 学識経験者

理事 志田　浩司 関係団体（山形県知的障害者福祉協会）代表

理事 草間　智弘 教育関係者（山形県特別支援学校校長会）代表

監事 広谷　明雄

監事 佐藤　洋美

2023年度（令和5年度）事業実施の方針 



真室川町手をつなぐ育成会 

 会長 髙橋 末子 

金山町手をつなぐ育成会 

 会長 星川 ひとみ  

最上町手をつなぐ育成会 

 会長 竹澤 一二子 

舟形町手をつなぐ育成会 

 会長 八鍬 三郎 

大蔵村手をつなぐ育成会 

 会長 信田 金平 

戸沢村手をつなぐ育成会 

 会長 影澤 光昭 

鮭川村手をつなぐ育成会 

 会長 田中 久一 

新庄市手をつなぐ育成会 

 会長 中川 奈美 

住所：新庄市十日町6000-1 

 コロナ禍の3年間、総会についても書面で行われ 
各市町村支部の会長さんへお会いする機会が減ってしまいました。 
各市町村会長さんと直接お会いしてざっくばらんにお話をしたい 
という高橋副理事長の想いと共に第1回目は最上地区に訪問して 

まいりました！次回は北村山地区へ訪問を予定しています。 

今回は、新庄市の中川会長、舟形町の八鍬会長が参加してくださ
いました。今までの活動状況、市町村によって異なる福祉サービ
ス等、実りある情報交換をすることができました。 

 特定非営利活動法人 すぎのこハウス・かねやまハウスで作られた手作りお菓子、近隣の

施設で作った手作り小物など幅広く販売しています。 

 新庄市の商店街の中にある、障がいのある方の就労を支援する施設。特

定非営利活動法人福祉サポートセンター山形が運営するカフェレストラン

です。地域の食材をふんだんに使った工夫あるメニュー。看板メニューは

店舗オリジナルのカレー！月替わりランチ、テイクアウトのお弁当もあり

ます！ 

 会員数の減少により活動は現在お休みし

ておりますが、新規会員さん随時募集中。 

一緒に活動してくださる方お待ちしており

ます！ 

 今年度は、研修会、親子研修会、 

レクリエーション大会、交流会を 

予定しています。 

 年1回の総会時に会員同士の 

交流、情報交換を行っています。 

 コロナ禍で近年は活動お休みして

おりますが、以前は年に1回親子で最

上町の保養所へ日帰りバス旅行を

行っておりました。親子で癒しのひ

と時を過ごして大満足でした。また

活動を再開したいです！ 

 コロナ禍で近年は活動お休み 

しておりますが、これまでは、 

茶話会や芋煮会などを行い会員

同士の交流を深める活動を行っ

てきました。 

 現在は、年1回の監事会のみの 

活動ですが、以前は研修会等を行

い、会員同士の情報交換を行って

おりました。 

事務局：真室川町社会福祉協議会内 

事務局：鮭川村社会福祉協議会内 

住所：新庄市沖の町5-11 

住所：新庄市本町6-11 

事務局：戸沢村社会福祉協議会内 

事務局：大蔵村社会福祉協議会内 

事務局：舟形町社会福祉協議会内 

事務局：最上町社会福祉協議会内 

事務局：中川会長自宅 

事務局：金山町役場 健康福祉課内 

 町内にある障がい者施設の見学会や

会員さんと施設の利用者さんの交流会を

行っています。 

 コロナ前は金山町農協祭りでのバ

ザーを毎年行っていました。また、

親子で楽しめるクリスマス会は毎年

大人気の企画です。 

 

☆新庄市障害者（児）福祉団体連
絡協議会 制作新庄市 発行 

「障がい福祉情報誌  
みんな笑顔でくらすために」 

☆最上地区自立支援協議会  
発行の 

令和5年度版 
「障がい福祉サービス利用手引き」 

 新庄・最上地区手をつなぐ育成会は1市4町3村 ８支部から成り、事務局は

障がい福祉サービス事業所友愛園が担当してます。 

会員の高齢化に伴い会員数が減少傾向にある事が各支部の共通の課題です。

コロナ禍で活動を休止していた支部が多く、活動を再開できるかどうか不安と

いう声もあるようですが、新庄・最上地区の支部会長さん方は、長年、会長職を

務めてくださっている方が多く、育成会活動や障がい福祉に関する知識が豊富

で頼りがいのある方ばかりです。新庄・最上地区ならではの地域性を活かした

活動を今後とも進め、一歩また一歩と少しずつ前進されますよう応援しておりま

す。 

（真室川町手をつなぐ育成会） 

（戸沢村手をつなぐ育成会） 

花笠ほーぷ隊 研修会 

レクリエーション大会 

口腔ケア教室 

金山町へ！研修 
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に興味持ち、もっと気軽に商品を買えるシステ

ムが欲しい、1箱で色んな障がい者施設の商品

を買えたらいいな、など自分がこうして欲しい

なと思っていた事を叶えるため、特別支援学校

の教員を辞めて「鶴屋」という屋号で活動して

います。 

 現在は、毎月１回山形県内5～6ヶ所の障が

い者施設で作られているパンを1箱で楽しめる

パンセットを発売しております。職場やコミュ

ニティーに無料で配達も行っておりますので、

お気軽にご注文下さい。（鶴屋） 

一般社団法人 山形県手をつなぐ育成会 
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 ホームページに新しいバナー 
追加しました！ぜひみてくださいね🔎 
 
☆オンライン作品展 
 『みんなのアート作品2022』 
☆市町村育成会の活動紹介 

令和5年度 主な行事予定 
 
◎9月21日（木） 知的障がい者レクリエーション大会（予定） 
 
◎10月14日（土） 山形県知的しょうがい者福祉大会 南陽大会 
                （南陽市文化会館） 
 
～全国大会・東北ブロック大会～ 
◎9月16日（土） 手をつなぐ育成会東北ブロック大会・本人大会 福島大会 
  ～ 17日（日） （福島県郡山市磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」） 
 
◎ 1月27日（土） 全国手をつなぐ育成会連合会全国大会 愛媛大会 
   ～ 28日（日） （愛媛県松山市 「愛媛県県民会館」） 

④ 「ともに手をつなぐ」56号  「ともに手をつなぐ」56号  ①  

『お茶のみすっぺ～』に参加してきました。 
幅広く情報を得ることができ、改めて顔を
あわせて話すことの大切さを感じました。 
 お茶のみすっぺと声掛けし、会員さんと
交流する事により、少しずつコロナ禍で停
滞していた活動をともに手をつなぎ、進め
て行きたいと思います。 

広報委員 遠藤 
山形県手をつなぐ育成会HP 
https://ym-ikuseikai.jp/ 

この会報は赤い羽根共同募金の配分金を
受けて発行したものです。 

2023年（令和5年）5月26日（金）13：30～ 
山形市霞城公民館 講堂 
 
総数（41） 会場出席21名、委任状出席19名  
   総会成立 

 議案は全て可決されました。 

山形県手をつなぐ育成会役員紹介 
理事長 小山　憲樹 庄内地区代表

副理事長 高橋　郁子 東南村山地区代表

理事 遠藤　正敏 置賜地区代表

理事 中川　奈美 新庄最上地区代表

理事 藤田　浩司 北村山地区代表

理事 村上　理香 西村山地区代表

理事 斎藤　万里 団体会員代表

理事 佐竹　真次 学識経験者

理事 志田　浩司 関係団体（山形県知的障害者福祉協会）代表

理事 草間　智弘 教育関係者（山形県特別支援学校校長会）代表

監事 広谷　明雄

監事 佐藤　洋美

2023年度（令和5年度）事業実施の方針 




